
定第７９号議案 

       

和解に関する件 

                                     

次のとおり和解する。 

                                     

令和７年１２月２日               提 出 

鹿児島市長 下 鶴 隆 央   

       

                                           

 

 

 

 

記 

                                     

１ 返還請求額 

  １４，７９３，２３４円 

２ 和解の相手方（債務者） 

  鹿児島市山田町１４５１番地８ 社会福祉法人 積仁会 理事長 尾上 マリ 

３ 和解内容の要旨 

(1) 債務者は、令和２年度から令和４年度までの保育所への委託費等に係る過払い（以下「

本件事件」という。）に関し、市に対し、１４，７９３，２３４円の債務を負担している

ことを承認し、弁済することを約する。 

(2) 債務者は、市に対し、(1)の債務について、以下のとおり分割し、市から交付される納

付書を使用して支払う。 

 ア 令和８年２月から令和１２年１２月まで、毎月末日限り、２４６，５５３円 

 イ 令和１３年１月末日限り、２４６，６０７円 

(3) 債務者が(2)の支払を１回でも怠ったときは、当然に期限の利益を失い、債務者は、市

に対し、(1)の債務額１４，７９３，２３４円（既払分があればこれを控除する。）及び

これに対する期限の利益を喪失した日の翌日から支払済みに至るまで年３パーセントの割

合による遅延損害金を支払う。 

(4) 市と債務者は、本件事件に関し、(1)に定めるもののほか、何らの債権債務のないこと

を相互に確認する。 

(5) 債務者は、(1)から(3)までに定める金銭債務の履行を遅滞したときは、直ちに強制執行



に服する。 

(6) 市と債務者は、(1)から(5)までに定める内容について合意し、強制執行認諾文言付き債

務弁済契約公正証書を作成する。 

 

 

（提案理由） 

 保育所への委託費等に係る過払金の返還に関し、和解するについて、議会の議決を求めるも

のである。 

                                     

 

（参  照） 

                                     

１ 事件の概要  

令和４年５月、分園を有する保育所の公定価格の基本分単価上の保育士配置基準の取扱

いについて、本市の令和４年度までの取扱いに誤りがあることが判明し、令和２年度から

令和４年度までの委託費の加算及び一時預かり事業補助金等の人件費に係る過払いが生じ

た。 

 

２ 経 緯  

(1) 本件事件について、令和４年５月に分園を有する保育所における保育士配置基準の取

扱いに誤りがあることが判明した。 

(2) 本件事件に係る過払金について、令和５年１２月２６日に債務者へ協議を依頼した。 

(3) 両当事者による協議を経て、令和７年１１月１１日に本件事件について仮合意書を締

結した。 

 

３ 地方自治法（抜粋） 

 （議決事件） 

第９６条 普通地方公共団体の議会は、次に掲げる事件を議決しなければならない。 

 (1)～(11) 略す 

 (12) 普通地方公共団体がその当事者である審査請求その他の不服申立て、訴えの提起（普

通地方公共団体の行政庁の処分又は裁決（行政事件訴訟法第３条第２項に規定する処分又

は同条第３項に規定する裁決をいう。以下この号、第１０５条の２、第１９２条及び第 

１９９条の３第３項において同じ。）に係る同法第１１条第１項（同法第３８条第１項（

同法第４３条第２項において準用する場合を含む。）又は同法第４３条第１項において準

用する場合を含む。）の規定による普通地方公共団体を被告とする訴訟（以下この号、第



１０５条の２、第１９２条及び第１９９条の３第３項において「普通地方公共団体を被告

とする訴訟」という。）に係るものを除く。）、和解（普通地方公共団体の行政庁の処分

又は裁決に係る普通地方公共団体を被告とする訴訟に係るものを除く。）、あつせん、調

停及び仲裁に関すること。 

 (13)～(15) 略す 

２ 略す 


